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ビクトリア山第３次調査に向かって！

ふろタン通信NO.11（2015.10.26）
第3次調査隊派遣が一月後に迫った

10月の「山木会」は、瀬川・森田・森下3
氏メンバーに第1次・第2次メンバーも加
わっての最終打ち合わせの場になりまし
た。
ビクトリア山登山ガイドマップ完成の
ための現地精査を目指してGO!

ふろタン通信NO.12（2015.12.11）
11月8日のミャンマー総選挙の1週間
後、アウンサンスーチーさんの勝利が伝
えられる歴史の転換期に出発した第3次
隊（11月16～23日）が、最後のとりま
とめ調査隊としての役目を果たして元
気に帰国しました。

ふろタン通信NO.13（2016.2.19）
1月20日新春報告会を開催しました。
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「ビクトリア山第３次調査隊」 愈々11月 16日に出発！ 

□１０月の「山木会」で結団式(？) 準備万端です 

一年前の「ふろタン通信」NO.5からお伝えしてきました第3次調査隊の派遣、この度メデタク

精鋭チーム（瀬川・森田・森下）の結成が最終確定し、10 月の「山木会」では第 1 次隊（江頭・

室井）と第2次隊（赤川）の参加メンバーも顔を合わせての作戦会議が行われました。「通信」NO.5 

に書かれているように、第３次調査隊のミッションは「ビクトリア山の登山ガイドマップ作成のた

めの登山ルート調査」、第1・2次調査隊よりも時間をかけて登山道を歩き、今回調査のために準備

したベースマップ（第２次調査隊がナマタン国立公園事務所から提供を受けた地形図とグーグルの

衛星写真を重ね合わせた竹川賛助会員の労作です）を持参して、書き込み調査を行います。第２次

調査隊の国立公園事務所との話し合いをフォローアップし、マップの早期完成に 3 部会の協力体制

で取り組むことを確認しました。現地での移動スケジュール・旅行手続き等の説明（PIT八井）もテ

キパキと進められて遠征準備完了、話題は残留組メンバーとみんなで一緒に進める 27 年度後期の

会員拡大活動や、帰国報告会の開催へと移り、短い時間でしたが中身の濃い「山木会」でした。 

第３次調査隊は、11月16日11：45成田発全日空NH813で出発します。時間がなく壮行会

ナシということになりましたが、ＮＰＯ法人設立後の最初の調査隊になりますので、キチンと準備

した帰国報告会を 12 月～1 月中に開催することにしました。日程等決まり次第会員・サポーター

の皆さんにご案内しますので、ぜひご参加ください。 

 

□登山ガイドブックの試作販売をきっかけに 村おこし活動へとステップアップ！ 

「登山ガイドマップ」作成については、「ふろタン通信」NO.4（2014.8.12）NO.5 と続けてお

伝えしてきましたが、NPO 法人の収益事業として試作販売し、調査活動から村おこし活動へステッ

プアップするきっかけにしたいと取り組んでいます。現地販売も想定して日本語版と英語版セットで

の作成を進めてきましたが、第3次調査隊の結成までに時間がかかったことが幸いし（？）森田ご夫

妻翻訳の英語版の作成もほぼ完了しています。今回の登山ルート調査を反映した「登山ガイドマップ」 



。

第3次隊はトレッキングルートと自然植生の調査隊

衛星携帯電話と万歩計を使って距離と時間を調査

三角点ピークには大仏様が出現
（ブッダピーク）



ガイドのチョーさんとチン族の娘さん達

パゴダピーク

帰国報告会での３次隊メンバー



2015年12月13日 第4回 「ふろタンインタビュー」

「植物図鑑で森守れ」
ナマタン国立公園の有用植物資源調査
2015年7月2日付「東京新聞（夕刊）」

「ヒマラヤ植物研究会」で藤川さんの講演を聞き
アースウオッチ・ジャパンの事務所へ移動しての
インタビューでした。

井原正登さん

藤川さん（牧野植物園） と
安田さん（アースウオッチ・ジャパン）



ｃ

「有用植物調査報告書」（牧野植物園＋JICA）

2015年7月2日付「東京新聞（夕刊）」



2016年4月5日 平成28年度通常総会開催

総会では新年度の活動計画として

（1）登山道整備活動への参加や
森の道づくり団体とのネット交流など、

目的を共有できる団体との協力・連携体制を
進化させること

（2）日緬交流型のスタデイツアーを企画し、
トレッキングマップの作成・発行に取り組むこと

が話し合われました。
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特集 H28年度 NPO総会の報告 (4/5 千代田区:有楽町ビルにて開催) 

・H28年度の活動計画と予算である事業計画と新役員等が全員一致で承認決定されました。 

     出席者：正会員13名（うち委任状4名）  

 

■ H28年度NPO総会の報告  

  ・4月5日午後4時に千代田区有楽町ﾋﾞﾙにて、H28年度総会が開催されました。 

   正会員13名のうち出席9名と委任状4名でH27年度活動･決算とH27年度計画(活動計画と予算) 

   は全員一致で承認されました。また新役員選任(新任・交代)が全員一致で承認されました。   
 
 

○ H28年度の重点目標 

今まで取り組んできた目的を共有できる団体との協力･連携ネットワークづくりをさらに進化させる。 

Ⅰ．辺境での地での持続的な遠征･活動体制の確立を図るとともに 

Ⅱ．国内活動も積極的に企画して引き続き賛助会員(個人･団体)の拡大に取り組み 

Ⅲ．村おこしを目指した本格的な取り組み（収益事業）を開始する。 

     

○H28年度の主な活動計画            
時 期 事業名 活 動 内 容 備 考 

上期～ 森の道づくり 国内の森の道づくり団体とのネット交流 準備中 

7/2. 御嶽山復旧活動 登山道整備／木曽ユネスコ協会行事に参加 次号で案内 

11月 スタディツアー ミャンマー交流型トレッキングツアー 企画中 

通 年 国内の交流活動 サポーターとの交流イベントの企画推進 企画中 

 地域産業育成 村おこし活動の企画提案 企画中 

 収益事業活動 トレッキングマップの作成・発行 作成中 

 図書の販売 活動図書(読本)の販売   販売中 
                     

○役員の選任     

・新役員 新理事/宮本保宏(渉外担当)､朝倉正浩(事務局長), 高田睦夫(事務局次長) 

     新監事/濱崎良治      （濱崎・宮本両氏は任期途中退任→交代） 

総会の報告を掲載した
第14号以降の「ふろタン通信」では、

目的を共有して今迄連携・協力してきた
団体の活動・行事についても、

色々と紹介しています

木曾ユネスコ協会
ミンガラバー・ユネスコクラブ

アースウオッチ・ジャパン
ピース・イン・ツアー

まちナビ俱楽部
びるまの竪琴 etc.

これからも、
森の道づくりに取り組んでいる
国内の多くの団体と交流し、

その活動について紹介していきます



2016年5月19日 第5回 「ふろタンインタビュー」

「百名山登山にも色々なシナリオがある！」
十勝会館前の小山のある遊び場
役者人生と単独行の山

小野寺昭さん
（所属事務所フロムファースト会議室にて）

子供の頃の遊び場



ひとり歩きで愉しむ「百名山」踏破

2015年10月30日付「毎日新聞（夕刊）」



2016年11月27日 第6回 「ふろタンインタビュー」

「ミャンマーの手しごと雑貨の店」
ミャンマー祭り2016の「dacco.」のお店
ミャンマーの伝統技術の継承

11月の恒例行事になった「ミャンマー祭り」、会場の芝の増上寺の正門を入った
ところにあるテントの店「dacco.」、客で賑わう店の前での突撃インタビューです。

和田直子さん



和田さんは
母から子へ伝えられてきた繊細な編み物技術など

ミャンマー各地の伝統的な工芸品づくりを支えてきた
職人さんの技を適正な報酬で広く流通させたいと

2010年にヤンゴンで手しごと雑貨の店
「dacco.」を立ち上げました。

「dacco.」ヤンゴン店



日緬交流型スタディツアーに向かって！

ふろんてぃあタウン工房が製作した「ストーリーマップ」 ー語りかける地図ー

御嶽山とビクトリア山が表裏
一体となって山を愛し大切に
する人たちに語りかける地図
が、「ミャンマー祭り2016」で
デビューしました。

協力；木曽ユネスコ協会
ミンガラバー・ユネスコクラブ







ストーリーマップ ー語りかける地図ー

「御嶽山とビクトリア山」 英訳版とセットで販売しています

日本とミャンマーとは、ビルマ
の時代からの長い歴史の中で、
深い交わりがあった国です。
両国の「山と共に生きる地域
づくり活動」に取り組む町や村
が互いに協力し、親交を深め、
『手を繋ぐ名山・山麓都市友好
交流ネットワーク』を形成する…
この「ストーリーマップ」は、そん
な「夢」に向かうガイド役になり
たいと思っています。



日本発の第1回ツアーは
ストーリーマップを手にして出かける

ビクトリア山トレッキングと
チン族が育んできた

織物技術見学を組み合わせた
スタデイツアーです

ふろんてぃあタウン工房が目指しているのは、日緬双方向交流
型の新しいスタイルのスタデイツアーです。



出発の１週間前の11月8日ミャンマーでは国の総選挙が行われ、アウンサンスーチー氏の率いる野党・
国民民主連盟（NLD）が議席の８割を獲得し大勝、政権移譲を拒む何らかの世情不安があるのではとの
不安を抱きながらの出発であったが、現地入りしてそれは全くの取り越し苦労であったことがわかった。
誰もが民主化開放に向けた勝利を静かに受け止め、発展を信じているようで、この国の活力に未来を
感じた。 （第３次隊帰国報告書 「ＯＹＡＪＩ３匹ナマタンを目ざす」 より抜粋）

END

ふろタン通史
其の参

「ストーリーマップ」購入希望の方は、ふろんてぃあタウン工房のホームページ・出版
コーナーからお申し込みください。 http://www.sun-net.cc/machidukuri/


